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1．事業の概要

（１） 事業所名及び代表者名

ミッケル化学株式会社

代表取締役　　橋本　茂

（２） 所在地

本社　　：〒556-0016 大阪市浪速区元町1丁目11番21号

高石工場：〒592-0001 大阪府高石市高砂2丁目3番6号

常総工場：〒300-2521　茨城県常総市大生郷町6136-7

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　 高石工場長 井上 佳昭

EA21事務局　　　 生産管理課： 矢野　智

生産管理課： 山岸　正

高石工場　TEL：072-268-1181　FAX：072-268-1183

常総工場　TEL：0297-24-2535　FAX：0297-24-2537

（４） 事業内容（認証・登録の範囲）

登録の範囲：全社（本社・高石工場・常総工場）

（５） 事業の規模（環境負荷の推移）

単位 2020年度 2021年度 2022年度

ｋｇ-CO2 43,531 44,366 124,419

t 33.0 29.0 88.3

ｍ3 752 697 8129

２０２２年４月　１日改定① 人 23 22 59

２０２３年４月　１日改定➁ ｍ2 1,657.7 1,657.7 3,660.2

（６） 事業年度　4月～翌3月 
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・業務用床ワックス及び洗剤類・アルコール製剤類・医薬部外品類の設計・開
発・製造・販売、化学品及び天然品の加工、化学原料等の輸入・販売

項目

二酸化炭素排出量
（対象：エネルギー総量）

産業廃棄物排出量

水使用量

従業員

床面積



（７） 環境経営システム組織図

・環境経営に関する統括責任。
・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知。
・環境目標・環境活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直しを実施。
・環境経営レポートを承認。
・環境経営システムの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。

２０２３年４月　１日改定➁・環境活動の取組結果を代表者へ報告。
・環境経営レポートを確認。
・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックを実施。
・環境目標、環境活動計画書原案を作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表を作成。
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価を実施。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
・環境経営レポートを作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）。
・各部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況を報告。
・自部門における環境経営システムを実施。
・自部門における環境方針の周知。
・従業員に対する教育訓練の計画策定及び実施。
・特定された項目の手順書作成及び運用管理。
・各部門の特定された緊急事態対応の為の手順書作成、テスト・訓練を実施、記録を作成。
・自部門の問題点を発見し、是正、予防処置を実施。
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

※他に営業所はありますが省略しています。
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全従
業員

環境経営システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者
（社長）

環境
管理

責任者

EA21
事務局

部門長

社長

製造課

環境管理責任者

開発課業務部営業部

EA21 事務局

高石工場

生産管理課

常総工場

製造課 生産管理課

本社



２．環境経営方針

環 境 方 針

 万葉の時代から「音に聞く高師の浜のあだ波は・・・」と詠まれた高石市の堺・泉北
臨海工業地帯に立地する西の高石工場。
 茨城県の南西部、鬼怒川下流域の広大な水田地帯にほど近い工業団地に立地する東の
常総工場。
 わたしたちは、これら東西の工場を有し、業務用清掃用ケミカル品の製造やお客様の
ご要望による各種受託加工を行っています｡
 わたしたちは、企業として環境にやさしい製品づくりや製造方法に積極的に取り組
み、地球環境に配慮した社会を目指します。
 そのために以下の活動に取り組みます。

　１．事業活動に伴い適用される環境関連の法規制及び､当社が同意したその他の
　　　要求事項を遵守します。

　2．  環境負荷の低減や環境改善を図るため、次の事項に重点的に取り組みます。

　　①  地球温暖化防止のため、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

　　②  廃棄物の削減及び適正処理、リサイクルの推進に努めます。

　　③  節水の推進に取り組みます。

　　④  自社の製品・サービスによる顧客の環境負荷削減に努めます。

　　⑤  ５Ｓ活動の推進に取り組みます。

　　⑥  自社の製品に使用する原材料、購入する製品及びサービスについて、

　　　環境負荷と品質のバランスを考慮した製造プロセスの導入を推進します。

　　⑦  化学物質の適正管理に努めます。

　3．  この環境方針を全従業員に周知します。

　4．経営における課題とチャンスを踏まえて取り組みます。

　5．環境経営の継続的改善に取組む事を誓約致します。

ミッケル化学株式会社

代表取締役社長

橋本　茂
２００９年８月１９日　制定

２０２２年４月　１日改定①

２０２３年４月　１日改定➁
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３．環境経営目標及びその実績

基準年比削減率は基準年からの削減率、目標比削減率はその年の目標からの削減率です。

削減率は基準年度に対し、プラス表示は増加、マイナス表示は減少　を意味します。
電力の原単位は、工場の生産量（トン）当たりで算出している。生産量は公表を控えます。

（基準年度) 基準年比削減率
（目標）

目標比削減率
（実績）

基準年比削減率
（目標）

目標比削減率
（実績）

基準年比削減率
（目標）

目標比削減率
（実績）

電力原単位ポイント 基準年を維持 9.1% 25.0% -6.5% 35.0% 27.9%

(高石工場） 27.02 29.49 33.78 32.01 36.48 34.55

- - - - - -

85778.0 - 87,371 - 103,302 - 113,275

電力 の削減 基準年を維持 -100.0% 基準年を維持 -15.9% -5.0% -11.6%

(本社） 8,447 8,447 7,105 8,025 7,090

電力原単位ポイント の削減 - - - - 10% -9%

（常総工場） - - - - 85.2 77.1

- - - - - -

214,522 - - - - - 230,373

ガソリンの燃費 の向上 基準年を維持 9.9% 基準年を維持 26.3% 基準年を維持 26.3%

（本社） 14 15.17 13.80 17.43 13.80 17.43

LPG（ボイラー） の削減 - - - - 10% -2.2%

（常総工場） - - - - 26,573 26,000

LPG（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ） の削減 基準年を維持 -7.1% -50.0% -72.1% -72.0% -14.0%

（高石工場） 2,691 2,501 1,345 750 753 648

-77.7% -77.3% -36.3%

48,412 43,531 51,537 44,366 213,758 124,419

一般廃棄物 の削減 8月から＋9% -4.5% 6.3% -0.7% 15.0% 3.2%

(高石工場） 171 163 171 170 185 191

一般廃棄物 の削減 基準年を維持 -38.7% 基準年を維持 -37.4% -20.0% -23.4%

(本社） 380 233 380 238 304 291

一般廃棄物 の削減 ― ― ― ― 100.0% -10.7%

（常総工場） ― ― ― ― 1,852 1,653

産業廃棄物 の削減 12月から+10% 0.6% 基準年を維持 -7.7% 45.0% -18.1%

高石工場 32,764 32,958 31,489 29,074 45,659 37,384

産業廃棄物 の削減 ― ― ― ― 基準年を維持 -22.3%

常総工場 ― ― ― ― 65,530 50,940

水使用量 基準年を維持 -4.7% 基準年を維持 -11.7% 15% -3%

高石工場 789 752 789 697 907 884

水使用量 10% 0%

常総工場 7,300 7,298

化学物質 の管理 適正管理 適正管理 適正管理

高石工場 38,708 39,201 2,777

化学物質 の管理 適正管理 適正管理 適正管理

常総工場 1,526

５S活動

参考；電力(高石工場）
kWh

ＣＯ２排出量

1,263

m3

161

380

の削減 kg-CO2

8,447

13.8

kWh

ｋｍ/
Ｌ

参考；電力（常総工場）
kWh

2019年

単位

27.02
kg-

co2/t
の削減

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

24,157

77.4

ｋｇ

kg

kg-
co2/t

ｋｇ

2,691

kg

195,262

kg

6,636

31,489

の削減 m3

ｋｇ

ｋｇ

2020年度 2021年度 2022年度

1212 12

廃
棄
物

65,530

12回 12

kg

kg 926

の削減

の促進
(全社)

4

――

789

3,480

水
使
用
量

化
学
物
質

製
品
・

サ
ー

ビ
ス 12 12

注1）高石工場の適用した電力（関西電力調整後）のCO2換算係数「0.334」は、電気事業者別排出係数-平成30年
度実績-R2.1.7公表の調整後排出係数を適用。
注2）常総工場の適用した電力（CDエナジー）のCO2換算係数「0.413」は、電気事業者排出係数-令和2年度実績-
R4.1.2402407公表の調整後排出係数を適用。



４．主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価並びに次年度の環境経営計画の内容
① 主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価

取組内容 達成率 評価 結果の評価

電力原単位ポイント の削減

(高石工場）

電力 の削減

(本社）

電力 の削減

（常総工場）

ガソリンの燃費 の向上

（本社）

LPG（ボイラー） の削減

（常総工場）

LPG（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ） の削減

（高石工場）

一般廃棄物の削減 高石工場

一般廃棄物 の削減

(本社）

一般廃棄物の削減 常総工場

産業廃棄物の削減 高石工場 1.リサイクルの為の分別（バッカン）

産業廃棄物の削減 常総工場 1.リサイクルの為の分別

水使用量の削減

高石工場

水使用量の削減

常総工場

化学物質の管理

高石工場　常総工場

５S活動 の促進 (全社)

製品などの不具合品の廃棄などがない状態を
維持できている。また廃棄物の適正な分別も維
持できている。

製品などの不具合品の廃棄などがない状態を
維持できている。また廃棄物の適正な分別も維
持できている。

項目

1. 昼食時及び不使用部屋消灯
2.不要時PCの電源OFF
3.エアコンの設定温度を守る
          （夏：27℃、冬：21℃）

105.6% ○
温蔵庫の本格的稼働による電力使用量を見込
んで目標値変更を行っていた。活動した結果、
想定通りであった。

113.2%

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

廃
棄
物

○
リモートワークが定着し電力使用量の削減に繋
がった。

110.5% ○ 使用機器の稼働状況を見極め達成となる。

1.エコドライブの手順書作成
2.手順書の遵守

126.3% ○
年間を通してほぼ同じ燃費量。
エコドライブも定着。

CO2排出量の削減
電力・ガソリン・LPG（ボイラー）・LPG（フォークリフ
ト）の消費量削減により、CO2の削減を目指す

171.8% ○
電力・ガソリン・LPGすべて削減達成となってい
ることから、CO2排出量も削減となる。

（フォークリフト燃料限定）
1.急発進急加速の禁止
2.空ぶかしの禁止

116.3% ○
2台のうち1台を電動に変更しており、こちらをメ
インに使用したことからLPGの使用が少なくな
り、想定以上の削減となった。

事業活動の活発化に伴い、排出総量が増えた。

分別の徹底と総量管理ができている。

×

○

1.不要時の電源OFF 102.2% ○ 使用機器の稼働状況を見極め達成となる。

104.5% ○
1.ゴミの分別を行う
2.再資源化の徹底

1.水道水を出しすぎない
2.止水を行う
3.節水表示を行う

122.1%

128.6%

○

○

○

112.0%

1.全員参加の全体掃除1回/月実施
2.環境活動に関する5Sの認識
3.営業車の美化

100.0%

96.9%

計画したことは実施できている。

リモートワーク継続により出社人数が少ないこと
による。

２
０
２
２
年
４
月
　
１
日
改
定
①

1.水道水を出しすぎない
2.止水を行う
3.節水表示を行う

102.6% ○ 適正に維持管理されている。

○

化

学

物

質

100%

5

適正に維持管理されている。

1.PRTR該当物質を年度末に把握する
2.棚卸し時の化学物質の管理（毎月末）

適正管
理

- 適正管理

製

品

・

サ
ー

ビ

ス



４．主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価並びに次年度の環境経営計画の内容
② 次年度の環境経営計画の内容

取組内容 削減目標 次年度の目標など

電力原単位ポイント の削減

(高石工場）

電力 の削減

(本社）

電力 の削減

（常総工場）

ガソリンの燃費 の向上

（本社）

LPG（ボイラー） の削減

（常総工場）

LPG（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ） の削減

（高石工場）

一般廃棄物の削減 高石工場

一般廃棄物 の削減

(本社）

一般廃棄物の削減 常総工場

産業廃棄物の削減 高石工場 1.リサイクルの為の分別（バッカン）

産業廃棄物の削減 常総工場 1.リサイクルの為の分別

水使用量の削減

高石工場

水使用量の削減

常総工場

化学物質の管理

高石工場　常総工場

５S活動 の促進 (全社)

1.水道水を出しすぎない
2.止水を行う
3.節水表示を行う

0.0%

CO2排出量の削減
電力・ガソリン・LPG（ボイラー）・LPG（フォークリフ
ト）の消費量削減により、CO2の削減を目指す

0.0%

適正管
理

全員による定期的なスパンでの実施。

適正管理の徹底と維持。

0.0%
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0.0% 適正管理の徹底と維持。

1.PRTR該当物質を年度末に把握する
2.棚卸し時の化学物質の管理（毎月末）

適正管理

製

品

・

サ
ー

ビ

ス

1.全員参加の全体掃除1回/月実施
2.環境活動に関する5Sの認識
3.営業車の美化

リモートワーク継続により現状レベルにて実施。

２
０
２
２
年
４
月
　
１
日
改
定
①

1.水道水を出しすぎない
2.止水を行う
3.節水表示を行う

0.0%

0.0%

0.0%

1.ゴミの分別を行う
2.再資源化の徹底 0.0%

（フォークリフト燃料限定）
1.急発進急加速の禁止
2.空ぶかしの禁止

0.0%

項目

1. 昼食時及び不使用部屋消灯
2.不要時PCの電源OFF
3.エアコンの設定温度を守る
          （夏：27℃、冬：21℃）

0.0% 適正使用の徹底と維持。

0.0% 適正使用の徹底と維持。

0.0%

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

廃
棄
物

1.不要時の電源OFF 0.0% 適正使用の徹底と維持。

エコドライブの継続し現状維持。

化

学

物

質

コロナの除菌作業は軽減するため、廃棄物の減
少は見込めるが、必要な処置は継続実施する。

適正使用の徹底と維持。

適正管理の徹底と維持。

適正管理の徹底と維持。

適正使用の徹底と維持。

1.エコドライブの手順書作成
2.手順書の遵守

0.0%

現状の使用方法の維持。

0.0%



５．環境関連法規への違反・訴訟等の有無

（１） 当社に適用となる主な環境関連法規等

高石工場

法律名 遵守すべき事項・内容

1 廃棄物処理法
産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
マニフェスト管理

交付状況報告
2022年6月20日

遵法

2 PRTR法 第一種指定化学物質の排出量及び移動量の届出
報告書

2022．6．8
遵法

3 浄化槽法 保守点検・定期検査
点検

2022.4.7
遵法

4 フロン排出抑制法
回収依頼書の交付
簡易点検

3ｶ月毎に簡易点検・記録 遵法

5 消防法
危険物保管の指定数量以上の許可申請
危険物保管の指定数量以上の危険物取扱者の届出
消防用設備等の点検と報告

消防用設備等の点検と報告書
2023.1.30

遵法

6 水質汚濁防止法
定期点検
高石市環境保全協定（排出基準）

点検日　：2023.02.10
濃度計量証明書　：　2022.5.24受領

遵法

7 有機溶剤中毒予防規則
有機溶剤設備等設置届け
有機溶剤作業主任者選任
作業環境測定

有機溶剤設備等設置届け
有機溶剤作業主任者表示

2023.3.6測定
遵法

8 アルコール事業法 アルコール許可使用者許可事項変更許可申請書届出 令和2年6月4日 遵法

9 高石市環境保全協定

災害防止計画・実績
公害防止計画・実績
汚染物質の排出計画・実績
燃料使用計画・実績
産業廃棄物処理計画・実績

計画書
2022.4.12 提出済み

実績書
2022.5.27 提出済み

遵法

10 毒物及び劇物取締法 毒物劇物製造業登録 令和7年1月まで 遵法

常総工場
法律名 遵守すべき事項・内容

1 廃棄物処理法
産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
マニフェスト管理

交付状況報告
2022年6月20日

遵法

2 毒物及び劇物取締法 毒物劇物製造業登録 令和8年4月まで 遵法
3 騒音規制法 特定施設（種類毎の数量）設置届 コンプレッサー届出済 遵法

4
大生郷工業団地公害防
止協定書（常総工場該
当）

排水は次の基準を満たすこと
・温度　45℃以下
・水素イオン濃度：5.8～8.6
・生物的化学的酸素要求量：300mg/L以下
・浮遊物質量：300mg/L以下
・ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（鉱油類含有量）：5mg/L以下
・ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（動植物油類含有量）：
30mg/L

茨城県環境管理協会採水月2回
水質測定記録表日次

2023年3月1日
2023年3月22日

遵法

5 アルコール事業法 アルコール許可使用者許可事項変更許可申請書届出 令和2年6月4日 遵法

6 フロン排出抑制法
回収依頼書の交付
簡易点検

3ｶ月毎に簡易点検・記録 遵法

（２） 違反・訴訟等の有無

２０２２年４月　１日改定①・自社の事業活動に関する法令違反はありません。

２０２３年４月　１日改定➁・関係当局からの違反等の指摘は、過去３年間なく、訴訟もありません。

遵守状況

7

遵守状況



６．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：２０２３年６月２７日

２０２２年４月　１日改定①
２０２３年４月　１日改定➁

8

次回発行予定：２０２４年6月

昨年度は、内部環境として当社の合併を迎え、新たに常総工場を加える形での活動でした。また外部環境としては、コ
ロナ禍の収束が見え始め、事業活動が活発になりつつある中ではありましたが、各目標はほぼ達成することができまし
た。
今年度の環境経営方針、実務体制については、範囲の拡大に伴う活動の定着とともに、従来のレベルを落とさない目
標値の設定を行い、さらに従来の実績を生かした活動を計画し、エコアクションの活動を推進してください。


